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一般質問（要旨）

一層の推進が期待される子育て支援

働く場所の創出が期待される大型誘致企業の
竣工式の様子

TXみらい平駅

議
員
（
自
民
）　

県
南
地
域
は
、
T
X
開

業
効
果
な
ど
で
飛
躍
の
条
件
が
揃
っ
た
。

今
後
を
見
据
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

時
宜
を
得
た
発
展
に
取
り
組
む
べ
き
。

県
南
地
域
の
発
展
の
方
向
性
を
伺
う
。

知
事　

地
域
の
発
展
に
向
け
、
東
京
圏

と
交
流
す
る
活
力
あ
る
都
市
圏
の
形
成
、

科
学
技
術
の
集
積
や
交
通
基
盤
を
活
か

し
た
産
業
の
振
興
、
筑
波
山
や
霞
ヶ
浦

な
ど
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
交
流
空

間
の
形
成
を
地
域
づ
く
り
の
方
向
と
定

め
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

い
じ
め
や
不
登
校
へ
の
対
応
は
、

学
校
が
一
丸
と
な
り
、
問
題
の
芽
を
見

逃
さ
ず
、
素
早
く
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
な
体
制
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
、
い
じ
め
や
不
登

校
問
題
に
つ
い
て
は
、
友
達
同
士
の
相

談
活
動
の
普
及
や
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
、
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
、
仲
間
同
士
の
絆
づ
く

り
な
ど
い
じ
め
や
不
登
校
問
題
が
発
生

し
な
い
よ
う
な
良
好
な
人
間
関
係
と
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
県
道
野
田
牛
久
線
バ
イ
パ

ス
や
豊
体
交
差
点
の
整
備
な
ど
も
質
問)

議
員
（
自
県
ク
）   

男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
の
課
題
は
多
い
。

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
具
体
的
な

施
策
展
開
の
方
向
性
を
示
し
た
実
施
計

画
の
目
標
に
対
す
る
進
捗
状
況
と
、
今

後
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を

伺
う
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

一
昨
年
三
月
末

の
達
成
率
は
十
七
項
目
が
五
割
を
超
え

て
い
る
が
、
審
議
会
等
の
女
性
委
員
の

割
合
な
ど
十
六
項
目
が
二
割
に
満
た
な

い
。
今
後
、
子
育
て
支
援
や
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
な
ど
を
一
層
推
進
し
、

広
報
・
啓
発
に
も
工
夫
を
加
え
て
い
く
。

議
員　

公
債
費
の
負
担
軽
減
と
県
債
残

高
の
早
急
な
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

公
的
資
金
の
繰
上
償
還
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
の
所
見
を
含
め
、
こ
れ
ら
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

総
務
部
長  

平
成
二
十
年
度
ま
で
に
県

債
残
高
を
減
少
に
転
じ
さ
せ
る
と
の
財

政
健
全
化
目
標
達
成
ま
で
も
う
一
歩
で

あ
り
、
今
後
も
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
。
公
的
資
金
の
繰
上
償
還

可
能
額
は
約
四
百
四
十
億
円
と
見
込
ま

れ
、
全
額
を
年
利
2
％
の
民
間
資
金
に

借
り
換
え
た
場
合
、
約
七
十
億
円
の
金

利
が
削
減
で
き
る
た
め
、
こ
の
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、

エ
コ
農
業
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

多
く
の
行
政
課
題
を

抱
え
財
政
状
況
も
厳
し
い
中
、
知
事
は

残
さ
れ
た
任
期
で
ど
の
よ
う
な
課
題
に

重
点
的
に
取
り
組
み
、
郷
土
茨
城
へ
の

思
い
を
成
し
遂
げ
て
い
く
の
か
伺
う
。

知
事  

働
く
場
所
の
創
出
に
よ
り
、
定

住
人
口
、
交
流
人
口
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
本
県
の
特
性
を
生
か
し
、
科
学

技
術
創
造
立
国
を
担
う
有
力
な
拠
点
と

し
て
、
ま
た
、
日
本
の
食
を
支
え
る
有

数
の
農
業
県
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
。

こ
う
し
た
活
力
を
も
と
に
、
誰
も
が
生

き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
進
め
る
。

議
員　

新
た
な
保
健
医
療
計
画
の
中
に

医
療
連
携
を
ど
の
よ
う
に
明
示
す
る
の

か
。
ま
た
、
医
療
連
携
実
現
の
有
効
な

手
法
で
あ
る
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

パ
ス
（
治
療
を
行
う
複
数
の
医
療
機
関

が
共
有
す
る
診
療
計
画
）
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

脳
卒
中
な
ど
の
疾
病

に
つ
い
て
「
急
性
期
」「
回
復
期
」
な
ど

特
定
の
機
能
を
担
う
医
療
機
関
の
名
称

等
を
計
画
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
、
県
民
に
情
報
提
供
す
る
。
ま
た
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
作
成
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
に
対
し
必
要
に
応
じ
協
議
の

場
を
設
け
る
な
ど
支
援
す
る
。

（
ほ
か
に
、
森
林
湖
沼
環
境
税
の
導
入
、

県
北
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
達
を
対
象

に
し
た
交
流
推
進
な
ど
も
質
問
）

  

議
員
提
出

○
い
ば
ら
き
の
快
適
な
社
会
づ
く
り
基
本
条
例

※　

こ
の
条
例
は
、
県
民
誰
も
が
快
適
な
生
活

を
享
受
で
き
る
い
ば
ら
き
の
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
、
基
本
理
念
並
び
に
県
、
県
民
及

び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め

た
も
の
で
あ
り
、
議
員
提
案
に
よ
る
新
規
の

政
策
条
例
と
し
て
は
本
県
初
と
な
り
ま
す
。

○
茨
城
県
議
会
の
議
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

  

知
事
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例

○
茨
城
県
森
林
湖
沼
環
境
税
条
例

○
茨
城
県
麻
薬
中
毒
審
査
会
条
例

○
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
自
転
車
競
走
実
施
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

                                      

ほ
か
八
件

総
務
企
画
委
員
会

○
平
成
二
十
年
度
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
等
助
成
に
関
す
る
請
願 

○
す
べ
て
の
子
ど
も
に
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
す
す
め
心
の
か

よ
う
学
校
を
つ
く
る
た
め
の
請
願

○
「
環
境
」
に
名
を
か
り
た
県
民
税
増
税
、「
森
林
湖
沼
環
境
税
」

導
入
に
反
対
す
る
請
願 

採不不

環
境
商
工
委
員
会

○
所
得
税
法
第
五
十
六
条
の
廃
止
を
求
め
る
請
願

不

保
健
福
祉
委
員
会

○
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
」
の
実
現
を
求
め
る
請
願

不

文
教
治
安
委
員
会

○
教
育
格
差
を
な
く
し
、
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

求
め
る
請
願

○
茨
城
の
障
害
児
教
育
の
充
実
を
求
め
る
請
願

○
土
浦
養
護
学
校
の
障
害
児
教
育
の
充
実
を
求
め
る
請
願

不不不

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た  

請
願
の
審
査
結
果

採
…
採
択
／
不
…
不
採
択
（
み
な
し
不
採
択
を
含
む
）

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成
十
九
年

第
三
回
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
「
平
成

十
八
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算

の
認
定
」
及
び
「
平
成
十
八
年
度
茨
城

県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
」
に
つ
い
て
審
査
す
る

た
め
、
第
四
回
定
例
会
ま
で
計
六
回
の

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
知
事
を
は
じ
め
、
代

表
監
査
委
員
、
関
係
部
局
長
な
ど
の
出

席
を
求
め
、
提
出
さ
れ
た
決
算
書
等
の

説
明
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
監
査
委

員
の
決
算
審
査
意
見
を
参
考
に
、
予
算

が
議
会
の
議
決
の
趣
旨
に
則
り
適
正
か

つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、
な
ど
の

点
に
留
意
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
総
括
質
疑
で
は
、
県
財
政
の

現
状
と
健
全
化
推
進
方
策
、
県
税
徴
収

率
向
上
の
取
り
組
み
、
芸
術
・
文
化
事

業
の
評
価
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
予
算
の
執
行
及
び
決

算
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
内
容
が
適
正
な

も
の
と
認
め
ら
れ
、
賛
成
者
多
数
を

も
っ
て
原
案
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
実
施
計
画
の

目
標
達
成
へ
の
取
り
組
み
は

県
南
地
域
の
発
展
の
方
向
性
は

東
京
圏
と
交
流
す
る
都
市
圏
や

交
流
空
間
の
形
成
を
図
る

子
育
て
支
援
や
仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
な
ど
を
一
層
推
進

任
期
中
に
重
点
的
に
取
り
組
む
課
題
は

働
く
場
所
の
創
出
に
よ
り

定
住
人
口
、
交
流
人
口
を
確
保

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

決算特別委員会


